
報告しまーす

2006.09.27

明徳に来てすでに2週間になった。これはほとんど私の人生の中で最も長い2週間だった。何もわからなかった来たばかりの頃からよくわかってきた今まで、おどおどとして受
け入れていた時から、自分でわかろうとすることができるまでの心の中の長さは二週間という期間どころではなかった!
先生方には本当に感激しました。先生たちは私達のため
にできる限りの事をして下さいました。私達のために多くの生活必需品を取り揃えてくださいましたし、私達と家族との連絡ができるように、またインターネットができるよう
に便宜を図ってくださり、できるだけ私達がここでの生活に順応できるようにして下さいました。ここでの生活に慣れてきて、来た当初のようにホームシックにもならなくなり
ました。
学友達の態度もこの二週間で大きく変わりました。来たばかりの頃は、ちょっとよそよそしかったのですが、今ではお互いに助け合ったり、お互いに仲良くなり心が
解け合って、私はここでの生活に自信がついてきました。
ここでの運動会と秋祭りに参加しましたが、いずれも初めての経験で、とても新鮮で、また楽しかった。これまで運
動会に参加したことがなかった私は参加できるほとんどすべてのプログラムに出場しました。なぜなら、ここでは参加することが第一だからです。
今日の報告はここまでとし
ます。みんなに言いたい。私は今とても元気、私のことを思ってくださっている人たち、どうぞご心配なく、私はうまくやっていけますからね。

張 詩雨さんの日記



渓谷の探険

2006.11.05

よくみんなの日記を見ています。でも私はめんどくさがりで、いつも書くのを先延ばししていました。
今週の土日の二日間は、キャンプをした。別の山に行きました。景色が
とても美しかったです。自分でおもちを作ったり、魚を釣ったり、ご飯を炊いたりもした。うまく作れなかったものも少なからずあったけど、それでもなかなかのできでした。
今回の山から山への旅行が、私の初めての文化体験になりました。とても印象深かったので、このように記録してみます。
学校の事は、さっきあるコメントの中で書いたの
で、ここではもうくどくは書きません。
これからはもっと読みに来ますし、自分でもできるだけ書くことにしますのでみんなも見てね！
（訳文）

張 詩雨さんの日記



ひさしぶり

2007.01.12

ちょっと遅いれど、開けましておめでとう!
新学期が始まって、大変忙しくなった。でも、毎日いろんなことをして、とても楽しい日々だった。2007の目標として、これから
よく勉強したいと思う。
皆さんも一緒に頑張ろう！
今後時間があったら、ぜひよく日記を書いて自分の生活を紹介したいと思う。今日は挨拶だけ。
（原文）
これは日本語で投稿されたものです

張 詩雨さんの日記



はじめて

2007.01.18

なんて言おう。初めて自分一人で海外で新年を迎えた。初めて除夜の鐘をつきにお寺行った。初めて御節を食べた。初めて日本人の家に泊まった。冬休み、こんなにも楽しいこ
とがあるとは！
大晦日、テレビを見ながら、中国の友達にメールを出した。12：00になって、一家で出かけた。薬師寺に参拝に行った。とても寒かった。人も多かった。新年
の雰囲気がした。
おせち料理、本当に本当にきれいだ。だけど、食べてみたら、涙が出そうになった。生ものがこんなに多いなんて。あととても不思議な味のものもあった。
最後の一日が来ないうちに、家ですきやきを食べた。それがすごくおいしかった。
日本人の家は、やはり中国とは異う。日本の学校の寮とも違う。とても日本文化が感じられ
る。
（訳文）

張 詩雨さんの日記



耐寒マラソンの練習

2007.01.23

自分のパソコンでは日本語の漢字が出てこないけど、カナは出てくるので、ずっと中国語で日記を書いてました。恥ずかしいです！
頭がすごく痛い！今日は限界に挑戦しまし
た。
冬季耐寒マラソン。2月1日、男子は14キロ、女子は10キロ。全員参加。しょうがないよー。今日から始まって、これから毎回体育の授業はマラソン練習。日本の女子生徒
はみんな3300メートル走る。私は2000メートルくらいしか走らないけど、もう既に限界です。体の素質がまだダメだー。これからもっと頑張らなきゃ！でも、日本の女子生徒
たちのこと、私は本当に敬服してます！
これは日本語で投稿されたものです

張 詩雨さんの日記



本当のチャレンジ！

2007.02.01

2月1日、冬季の耐寒長距離マラソンの日。
本当に楽しみで一体どんなに盛り上がるのか見てみたかった。もちろん、すでに、日本の男子学生は14キロメートル走って、女子学
生は10キロメートル走って、4.5キロメートル歩くんだけど、私ともう1人の留学生は3キロメートル走るのでいいと先生に言われています。3キロメートルはすでに多いけど、
日本の女子学生の3分の1だけだと思うと、とても納得がいった。走る前になって、私はまた先生を探して確認したところ、今回はなんと先生は私に、疲れたら歩いてもいいか
ら、7キロメートルに挑戦しなさいと言いました。まだ日本の女子学生より少ないので何も言うことができなかった。
10時になり、みんないっしょに走り出した。私も走っ
て、走って走って、走って走って、更に橋の上を走って、またまた橋の上を走って、もうだめ、歩く。休むとよくなり、また走りだす。すると驚いたことに、多くの日本人は初
めから歩いていることがわかった。だから私が走ると、多くの人を抜き去りました。ついに終点に着いて時計を見てみると1時間も経っていないことを知り、本当にビックリ！
更に自分がどれくらい走ったかを計ってみると、7キロメートル中の80%を走っていることがわかり、本当に不思議！更に不思議なことに、想像していたほど疲れていないこと
がわかった。まだ走る力があり、これはまともじゃない。
でも本当だよ、今日はとても多くの事がわかった。一見難しく見えることでも、やり始めてみると、そんなに困難な
ことではないということ。少しずつでも歩いてさえいけば、目標は簡単に達成できるということを突然気づくことができる。更に重要なのは、私達は努力の過程を学ぶことがで
きるということです。

張 詩雨さんの日記



世の中はやはりいい人が多いです！

2007.02.06

感動！本当に感動しました！
2日前、電車に乗った時寝てしまって、下車する時に、スポーツウェアを置き忘れてしまいました。貴重品ではなかったけど、物をなくしてしまっ
たことでなんとなく嫌な気分でした。
気がついた後、すぐに電車の会社に連絡したら、すぐに探し当ててくれ、その上私が帰る時に通る最寄り駅まで届けてくれたのです。た
だ1枚のカードに書き込んだだけで、物を受け取ることができるなんて、本当に便利です。
たった1つのとても小さな出来事だけど、とても感動しました。すべてが他の人のこ
とを考えて、人々も、他の人の物を持って行ったりしません。電車の会社も、乗客のためのサービスが行き届いています。これも一つの精神でしょう。

張 詩雨さんの日記



ボランティア活動

2007.02.11

ずっと前からボランティア活動に参加したかったんだけど、初めての体験がまさか日本になるとは。このように、私の日本での旅は記念すべきな事がまた多くなりました。
金
曜日、学校は休みで、小学校の交流活動に申し込んで参加しました。ちょうど校門から入ると、子供の群れが羽根つきを遊んでいることが見えて、前にも聞いたことがあったけ
ど、でも実際に見ると、やはりとても目新しいと感じます。子供たちはみんな遊ぶのがとてもうれしいようで、跳んだり、走ったり、私に自分の小学校時代を思い出させまし
た。懐かしい！
会議室に入ってからまず会議をして、全部で15人の外国人がいたんだけど、みんな10以上の異なった国から来てる人たちでした。私達の任務は80数名の6年生
と英語で交流することでした。
会議が終わって、体育館に移動。そこでまず自己紹介して、それから5人の小学生に体育館の一隅に連れていかれました。みんな座ってて、一人
一人自己紹介開始。さらにみんな私に１つずつ質問しました。質問内容はどれもとても簡単だったけど、彼らを見ていると好奇心があったり、あるいは誇らしげであったり、あ
るいは多少不安な表情であったり。すべての質問について、私はどれもできるだけ具体的に詳しく答えて、そしてちょうどいくつか内容のを付け加えて回答を行いました。私達
のふれあいはとても楽しく、私もこの時で、やっと私の凡俗を超越した疎通の能力を発見しました。（少し自慢するのはよくないね。）その後のゲームは更に面白くて、トラン
プを机の上に置いて、プレーヤーは毎回2枚ひっくり返して、同じものであればもらって、結果的に最も多い枚数の人が勝ちです。見たところとてもおもしろくて、ハッハッ、
私はもしかして遊びの天才かも。6人の中で、私は最も多くをゲットして、さらに圧倒的な勝利でした！ゲームはあとで組変えして、あとは同じ。時間はたいして違わなくなっ
て、すべての人は集まっていっしょに１つの大きいゲームを遊んで、聞くところによると日本の伝統のゲームです。まず両チームに分けて、国際チームは日本の小学生のチーム
に対して、法を遊んで１つのサッカーの大きさのボールの相手を殴る人を使って、うてられたのは自軍のからなります。これは私はあまり優れていないで、でも私は日本の男子
学生がたくさんすべてとても優れていることがあることを発見して、見たところやはり方法のがあります。私を越えないのは悪くなくて、一回すべて命中されたことがなくて、
当然にも他の人に命中したことがなくて、これはどうしても少し残念に思います。
この親善試合の結果はべつに宣言しなくて、みんなはすべてただ遊ぶのがとてもうれしいだ
け。最後に、日本の小学生は列に並んで、演奏して、校歌を合唱します。感情は旺盛で、気概の高揚、聞く時知らず知らず1種が感動することがあります。これらの私のかわい
い後輩に関してかも知れなくて、自分のために今日1件意義がある事を思ってから行ったのだかも知れません。彼らの目の中から、私は交流の渇望を見て、あれはすべての人が
すべてあって、私は、私もそんなにの渇望が更に多くの人と交流するのなためですと思っています。

張 詩雨さんの日記



デザートparty

2007.02.14

最近は何もないようだけど、かならず何かを書くようにしましょう。最近どんなことがあったかを考えてみる~~~うーん
そうだ、今日はバレンタインデーだけど、みんなどの
ように過ごしてますか？私は本当に日本のバレンタインデーに驚いた。朝、女子学生はみんなとても大きい紙袋を一つ提げて教室に入ってきて、それも5連休のあとだから物が
多いのだろうと、そんなに注意していませんでした。しかし授業が終わると、続々に何人かがカステラとチョコレートを食べだして、これでやっとわかった。もともと誰がチョ
コレートを出し始めたか知らない。昼ごろまでになるとみんな盛り上がりだして、みんな自分で作ったお菓子を取り出して、カステラ、チョコレート、パンまであって、どれも
本当に美味しそうだった。全部味わってみたけど、一つ一つどれも独特で、やはりどれもおいしかった。ついにもう食べられないくらい食べてしまって、残ったものは家に持っ
て帰るほかありませんでした。
本当にとても特別なバレンタインデーで、本当に日本の女子学生はすごいと思った。私は多くの人たちと一緒に自分が苦心して作った菓子を分
かち合えることを思うと、とても楽しいんだろうなと思います。来年の今日、もしできればならば、私もいくつかのこのようなお菓子を作って、もしできれば、みんないっしょ
に食べにきてね！

張 詩雨さんの日記



集まりはいつも別れを意味します

2007.02.23

ここに帰って、自分の部屋に戻って、落ち着いた生活に戻って、毎日乗る電車に乗って、静かな小さな町の中の学校に戻りました。
行く時は、すごく興奮してたけど、帰って
来た時は、何かを失った気がします。5日、行く時一日、帰って来る時一日で、いろいろ計算すると3日だけです。あんなにも楽しかった3日間、久しぶりの友達に会って、それ
ぞれの日本での生活を心おきなく話しました。あんなにも有意義な日々、新年を祝って、原爆記念館を見学したり、また日本の高校に行ったり。3日間、短くて、短過ぎて、こ
れは私が行く前にすでに感じてたけど。別れの時、ちょっと怖かった、何故かわからないけど。もしかすると今後の5ヶ月の前途が不確定だからかもしれない。フー。どちらに
せよ今また一人になった。あなた達が傍にいない日々の中、私はこのような静かな日々を一日、一日、また一日と過ごすだけです。次の再会を期待してるけど、でもそれはまた
新たな別れを意味するのです。

張 詩雨さんの日記



見学

2007.02.27

京都国立博物館のおひなさま人形展、とても面白いです。
自分の家にもこんなのを飾れるといいんだけどなあ！

張 詩雨さんの日記



到乡翻似烂柯人

2007.03.23

かなり長い間、日記を書いていなかった。今見にきたら、なんだか雰囲気が違う。なんでこんなにも読んでない日記があるんだろう？よく補習するしかないね。みんな楽しく生
活しているんだね！日記を見たら、たくさん感想があるよ。多かれ少なかれみんなの味わっている雰囲気を感じたように思う。自分が経験できないけれど。
自分の日記につい
ては、ブランクを補おうと思うよ。書くと言ったら書く。今から始めます！
（訳文）

張 詩雨さんの日記



修学旅行のイントロ

2007.03.23

あれは3月2日の朝。いつもの時間に学校に来た。心の中では、この午前中、どう過ごそう？と考えていた。修学旅行説明会、一学年上の学期末試験、時間が少しぶつかってい
る。試験に参加すべき？説明会に参加すべき？それとも試験を半分やってから、説明会に参加する？先生に聞いた。学期末試験に参加しなくてもいいということだったので、意
気揚揚と教室を出て行った。
資料が配られ、また注意事項も言われて、全てが終わって、家に帰った。
次の日、9：00から修学旅行の結団式が行われた。その前に、小さな出
来事があった。
電車の時間に調べて、そのとおりの電車に乗った。でもね、この電車どうしても発車しないって。時間が少しずつ過ぎていくのを見ていた。もう間に合わな
い、どうしよう？でもこういうものだ。電車の中に座っていているから、成すすべがない。最後、電車は12分遅れた。私は車に乗りながら、先生にメールをした。彼女に電車
が遅れたから、遅刻するかもしれないと伝えた。
下車したら、あと10分あった。それで、走って向かった。もしかするとまだ間に合うかもしれないと考えたからだ。駅から学
校の道のりは、18分ぐらいかかる。そんなに近くはない。しかも、ずっと上り坂だ。私は息を切らして走りきって、8分間で学校に着いた。靴を交換して、講堂に着いたら、ち
ょうど9：00だった。
驚いてぽかんとしてしまった。どうしてか人があまりいない。ようやく知っている先生を見つけた。聞いてみたら、京阪電車の遅延により、結団式の始
まりは10分遅れるということだった。それだけではなくて、予定では9：00開始の学期末試験も、9：10開始に変わった。なんてこと、もっと前に知っていれば、そんなに急が
なかったのに。でもまた思った。電車が遅延して、みんな学校に知らせて、行事の開始をスムーズにしている。やっぱり日本は細かいところまで気を回しているんだなぁ！
結
団式は、とてもにぎやかだった。一年間計画していた旅行がもうすぐ始まる。なんて楽しみなんだろう。細かいスケジュールのメンバーや旅行にあたっての約束、先生からの注
意事項、出発後のこと、などを話して、解散した。あとは、次の日の出発を待つばかり。
（訳文）

張 詩雨さんの日記



最近わりと忙しいです

2007.04.18

この人は本当に記憶力が悪くて、以前に何度も原因もなく書いたものがなくなるという事件に遭遇したことがあるけれど、結果としてまたこのような事が発生することになりま
した。本当に面倒だ！
最近毎日クラブに行って、とても疲れます！毎日帰って来るのがとてもおそくて、半月以上もこのサイトを見ていませんでした。クラブはとても楽しく
て、その中では1番劣っているけど、少しも焦らずに、ただ自分の進歩だけに集中します。圧力は何もなくて、成績も求めないで、試合のためでも、誰かを上回るためでもな
く、純粋に楽しみを享受するだけです。家に帰ると、何もしたくなくて、何もしないけど、生活は簡単になりました。残る3ヶ月が淡々と過去のことになっても、それもまたい
いかもしれない。

張 詩雨さんの日記



ステキ！

2007.05.08

素敵な町だね！名古屋に行ったら、必ずこういう賛嘆するでしょう。
京都、大阪、奈良と違って、名古屋は人にぜんぜん違う感じを伝えている。高いビル、広い道、便利な地
下鉄がいっぱいあるにぎやかな都市の中に歴史的な雰囲気が溢れていて、すごく魅力が現れいる。
時間があったら、ぜひ皆さんに紹介したいと思うけど、次の授業はもうすぐ
始まるので、今回はごめんなさいね！
機会があったら、名古屋はお勧めだよ！
これは日本語で投稿されたものです

張 詩雨さんの日記



よめるかしら

2007.05.10

かなしかでられへんから、みんなチャレンジしようか？
やっとわっかた！すっきり！ずっとやきゅうがだいきらいだったけど、がっこうでソフトボールをやってはじめて、そ
のたのしみがかんじられるようになった。
ちからとスピードはもちろん、はんだんりょくやチームワークやさくせんもおなじぐらいひじょうにじゅうようであるすばらしいゲ
ームだとおもう。といっても、わたしたちがしたら、しあいというよりはあそびだけだ。みんなへただけど、よくがんばってるよ。ひるまはじぶんでやって、いえにかえって、
テレビデでみるのはさいこうだ！
このまえもなんかいもやきゅうのルールをおしえてもらったけど、どうしてもわからなっかった。こんどはみずからやって、すぐわかるよう
になった。じつはなにもそうやろう？たいけんしてからこそ、みにつけるようになれる。みるだけ、きくだけなんて、ふじゅうぶんだ、ちがう？
よくがんっばって、よんだ
ね！おつかれ！ここまでよめれば、てんさいだよ！（はくしゅ）
これは日本語で投稿されたものです

張 詩雨さんの日記



病院

2007.05.11

日本に来て、病院に行ったことがなかったら、それも残念でしょう？
四月の風邪のおかげで、何度も病院に行った。もちろん、日本には大きな病院もたくさんあるけど、たい
したことがないから、家の近くの病院に行ったらけっこうだと思う。
その病院は全部で先生一人、看護婦さん一人とフロント一人しかいない。入ったら、流れている音楽を聞
いて、ちょっと待っていた。先生に診てもらって、診察室から出て、もうちょっと待ったら、薬をもらった。飲み方を詳しく紹介してくれるだけではなくて、飲み方が書いてあ
るプリントさえもらった、間違いがありえなくしてくれた。風邪の薬は四日間分しか出せないとなってるので、四日につき、一度再診に行かなければならない。その時、様子を
見て適当な薬を出すことができる。しかし時々病院が休みになって、薬をもらえ無くなったこともある。それは仕方がないね。今日も部活で８時までに帰れないので、病院に行
けない。明日にするしかない。
これは日本語で投稿されたものです

張 詩雨さんの日記



映画

2007.05.16

いつもはDVDを借りて家で観ていますが、今日は初めて映画館に行きました。京都が舞台の「初雪の恋」という映画です。映画の前半は、笑いをとる部分が多く、後半はとて
も感動します。映画の中にはよく知っている道やお寺、そして京都弁が出てきます。1シーン1シーンがとても美しく、私はますます自分の住んでいるまちが好きになりまし
た。
チャンスがあれば、祇園祭に行ってどんな雰囲気か味わってみたいです。映画のように感動するに違いないです！
2ヶ月後、私はここを離れなければなりませんが、絶対
にまた戻ってきます。ここは私が生涯忘れることのできない場所です。
この映画の中の主人公が初雪の約束をしたみたいに、私もこのまちと約束をします。

張 詩雨さんの日記



葵祭り

2007.05.16

昨日は京都のわりと有名な葵祭がありました。
朝、地下鉄を降りて、道路標識を見るまでもなく、大勢の人の群れに従って、自然と御所につきました。
聞いた話では、行進の
列はそこにゆっくりとやってくる、ということでした。やっと九時半になって、場所を見つけて、私達は地面に座って、あとは待つだけでした。まったく5月の天気とは思えな
いような、厳しい日差しの下で長い時間待って、大変だったけど、心の中では期待していました。
人はどんどん多くなって、ついに十時四十分になってって、最初に古代の服
装を着た人がゆっくりと歩いてくるのが見えて、とても興奮しました！その人は全身おかしなな白色の服を着て、和服ではなく、黒い帽子を持って、その上には葵の葉のような
ものを挿していて、足にはわらじを履いています。
服装は華麗ではありませんでしたが、古代の感じが詳しく徹底的に表されていました。箱を一つ手に持って、ゆっくり歩い
ていました。これもただの前奏にすぎなくて、その後続々と色々なものを持っている人々が歩いてきて、服装は異なっています。
前を歩いているのは、一見すると先鋒の様
で、馬に乗って、服装は華麗で、きっと貴族だと思います。あるものは手に上奏文のような種類のものを持って、あるものは色々な箱を持って、あるものはトラ皮シカ革の類の
ものを持っています。前半は1人の女性もいなくて、後になってからようやく、かわいい女の子が出てきました。顔と踊りは同じように真っ白で、馬に乗っている人や、歩いて
いる人、そして二十数人で花で飾りをつけた車の上に座っている人がいます。
音楽も踊りもないけど、その情景はとても壮観でした。一時間ほど続いて、行列はついに私達の
前を通り過ぎて、人の群れはだんだんと散っていきました。
聞いた話では、これは京都のとても有名な祭りで、長い伝統があり、代表的なものだそうです。源氏物語の中で、
光源氏も昔これを見にきたことがあるそうです。クラス担任の先生によると、毎年この時期、テレビ局はこの祭りの全行程の生放送をするそうです。初めて京都の祭りに参加し
て、ふだん見えないものを見て、とても新鮮に感じました。

張 詩雨さんの日記



試験勉強

2007.05.28

1学期に入ると、学校は特別行事もなく、毎日通っているだけです。最初の試験の時に、試験勉強がどのようなものかわかりました。
図書館は全校で一番人気のある場所にな
り、机の上に積み上げられた本や、一所懸命勉強している生徒の姿を見ると、よく知っている図書館が変わってしまったかのようです。いつもはあまり真剣に勉強していないの
で、たくさん問題が出てきます。
試験が始まるのでわからない問題を解いておかなければなりません。試験の前夜はずっと復習し、朝の電車の中でもできる限り眠らないよう
にしました。学校へ着くとすぐに図書室へ行ってざっと復習しました。試験では、覚えているだけ書き込むとリラックスしてきました。どうしてなのかよくわかりませんが、私
はこのような状況がとても心地良く感じられ、いつもより試験の時の方が良いです。
午前中に学校に行って二つの試験を受けるとすぐに帰宅し、午後は部屋の中でゆっくり昼
寝をしました。
土曜日と日曜日は大掃除の楽しみもあり、とてもうれしいです！

張 詩雨さんの日記



にっき

2007.05.31

さっき、みんなのにっきをよみました。すごくかんどうしましたわ！きのうはボーリングとカラオケをやって、きょうはおおみまいこにえんそくにいきました。めっちゃつかれ
たのに、みんなのにっきはわたしのちからになりました。
よし、もうちょっとがんばろう！あしたから、ふつうのじゅぎょうとぶかつにもどるから、あたらしいスタ－トにし
ようかな！
これは日本語で投稿されたものです

張 詩雨さんの日記



１８歳になった！

2007.06.08

十八歳になりましたよ！
六日、朝いつものように学校に行きました、気持ちはちょっと違います。今日はうちの１８歳の誕生日ですから。１８を境にしてこれからの人生はど
うなるでしょう？そんなに遠いこと考えなくていいわ、とりあえず今日は頑張りましょう。
誕生日はみんなに言いませんでしたから、普通に一日を過ごしました。学校が終わ
って、一人で三条に行って、お祝いとして、アイスクリームとケーキを食べて、帰りました。いつもの誕生日はみんなと一緒に過ごしていたけど、今年はなんとなく寂しい感じ
がしました。
家に帰ってからこそ、誕生日の雰囲気に入りました。家の玄関には、基金の先生からのプレゼントがありました。その写真を見て、日本にいる一年間の出来事が
全部脳裏に浮かんで来ました。階段を上がって、部屋のドアを開ける瞬間、びっくりしました。机の上にはきれいな花がおいていました。お母さんとお父さんからのメッセージ
が付いていて、本当に感動しました。べランドに座って、夜の涼しい風が吹いて、すごく気持ちよかったです。何を考えたかも分からなくて、ただ精神的な満足を感じました。
有意義の誕生日はこれということです。
これは日本語で投稿されたものです

張 詩雨さんの日記



ありがとう！

2007.06.14

ずっと前言いたかったのに、書いた文が二回も消えちゃって、ショックを受けた私は、やっぱりやめました。
皆さんが書いてくれたコメントを読んで、感動しました。ここ
で、いつもお世話になっている人、いつも親切にしてくれている人、いつもそばにいて一緒に笑ったり、泣いたりする人に、心からの感謝を表せてもらいたいと思います。皆さ
んのおかげで、楽しくて、有意義な毎日を過ごすことがでした。残った時間はわずかな一ヶ月なのに、最後まで、頑張りたいと思います。
これは日本語で投稿されたものです

張 詩雨さんの日記



日本の蚊

2007.06.14

さっきの日記を見て、同じ体験がある私もちょっと文句を言いたくなりました。
早いですけど、蚊はいっぱい活躍ようになりました。庭の掃除した時腰が四箇所に刺されてか
ら、ほとんど毎日刺されています。学校でも、部屋でも。私の部屋には、私のほか、一匹の蚊が住んでいるらしい。何度も探したけど、隠れん坊が得意な彼女をどうしても見つ
かりません。そして、夜になったら、彼女は外に出て、熟睡している私をこっそり刺します。毎日さされている私の苦情は言うまでもないでしょう。
日本の蚊がすごいです
ね！って日本人の友達に言ったら、みんな普通って言いました。やっぱり、日本の蚊は中国と違うから、私は慣れてないことは原因になったかな。その毒素を体が抵抗できない
から、大変ひどくなってしまいました。今は先生から薬をもらって、刺されても、簡単に治りますから、刺されるのもそんなに怖くなくなりました。
そういっても、いつか部
屋の蚊を殺さないと気が済まないわ！
これは日本語で投稿されたものです

張 詩雨さんの日記



最高！

2007.06.22

学校の芸術祭やっと来ました。今度は超豪華な宝塚歌劇を見に行きます。けっこう前から、芸術祭はもうみんなの話題になって、私もちょっと知りました。朝興奮していて、電
車に二時間も乗りましたけど、ぜんぜん疲れていませんでした。
みんないつもよりもっとかわいい格好をしていて、歩きながら、あの歌劇の話をしていました。赤いカーペッ
トを敷いている階段をはじめ、すごく派手な雰囲気が作られました。
やっと始まりました、男役をやっているかっこいい女の子とかわいい女の子が次々と出てきました。劇は
歌と踊りで心が震えさせるほどエレザベートの物語を伝えました。本当に感動しました。
その後の何日もみんなエレザベートをいっぱい話しました。どうだった？って聞いた
ら、みんな最高と答えました。確かに最高でした、もう一回行けたらいいのになー！
これは日本語で投稿されたものです

張 詩雨さんの日記



神戸

2007.07.12

昨日、いつも行きたっかた神戸にやっと行きました。
北は山で、南は海です。真ん中にはにぎやかな商店街があって、中には南京町もあります。
まだ梅雨ですから、天気はよ
くありませんでしたが、遠足を楽しむ心は変わりませんでした。
北の異人館に入ったら、ヨーロッパの雰囲気をよく感じられました。中に入ったら、どれでもすばらしい家で
した。べランドに立って、海のほうを望めてぼんやりと水平線が見えました。今はビルがいっぱいありますが、昔は高い建物がなくって、もっと見晴らしのいいとことでしょ
う。
神戸港にクルーズに乗って、造船している工場と輸出する中古車が止まっている駐車場を回って、前は海上空港、振り向いたら、ポートタワーとほかの高いビルが目に入
りました。海の中に身をおいて、髪は海風で乱れて、周りを見回して、まるでにぎやかな都市から離れて、一人しかいない世界に入ったように非常に落ち着いた気がしました。
神戸にいる時間は６時間しかなっかたのに、けっこう深い印象をつけました。もうすぐ帰りますし、こんな思い出ができて、よかったです！
これは日本語で投稿されたものです

張 詩雨さんの日記



祇園祭

2007.07.19

祇園祭、京都市の一番有名な祭りとして、私にとってすごく魅力的です。今度やっといけました。
今度は山鉾の見学となっていました。山と鉾は二つ種類の飾りで、１４日か
ら１６日までは決まってる場所で飾って、１７日に順番に移動して（人が引っ張って移動します）、パレードをしながら盛大な行事を行うそうです。鉾は大きくて、上に人が乗
っていて、演奏したりします。それに対して、山はちょっと小さくて、人は乗れません、でも人形ぐらいは飾ってあります。鉾も、山も一年一回しか出しませんから、各町の人
は立派な山鉾ができるように一生懸命考えて、工夫して、上等な織物を使って、ある主題を表します。鉾に登ったときにもそういうような雰囲気を感じられました。
１７日の
パレードに行けなくて、残念でしたが、実況のテレビ中継を見て、素晴らしかったなと思いました。
これは日本語で投稿されたものです

張 詩雨さんの日記
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